
２０２３年１月

高齢者悪質商法被害防止情報連絡体制

裏面にて、（独）国民生活センターの「見守り新鮮情報」をお届けします。

◆ 住宅の点検商法
点検商法とは、「無料で点検する」と言って、家を訪問し、点検の結果「このままでは、大変な

ことになる」などと消費者の不安をあおり、高額な商品やサービスなどを契約させる手口です。

住宅の場合は、屋根や床下、配水管など、消費者が容易に確認できない部分で判断が難しく、言

われるがまま点検に続けて工事の契約をしてしまうという実態があります。

〈相談事例〉

突然、近くで工事をしている者だと作業員が来訪し、家の屋根を

見て「壊れている」と言ってきた。翌日、点検してもらうと、屋根

の瓦が割れたりずれていたりする写真を見せられ、「このままでは瓦

が飛んだり、もっとひどい状態になる」言われた。「他社に見てもら

う」と言ったが、「今なら安くできる」「早くした方がいい」とせかさ

れ、１８０万円の工事契約をしてしまった。契約書には「一式」と書かれており、詳細は分か

らない。工事は２日で終わったが、金額に見合う工事がされていないのではないか。

〈トラブル防止のポイント〉

・突然訪問してきた事業者に安易に点検させないようにしましょう。点検箇所をわざと壊して撮

影し、勧誘する悪質なケースも見られます。点検後に修理を勧められてもその場で契約しない

ようにしましょう。複数の事業者から見積もりを取ったり、家族や身近な人と検討しましょう。

・特に、その場で高額な契約を迫ったり、しつこく勧めてくる事業者には注意が必要です。

・契約書面は必ず受け取り、説明された内容と契約書（見積書）が合っているか、よく確認しま

しょう。工事終了後でも、クーリング・オフできる場合があります。困ったときは、消費生活

センターにご相談ください。

★右の QR コードから中野区ホームページにて、

２０２０年４月からの「情報特急便」をご覧いただけます。
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見守りを必要としている高齢者への注意喚起をお願いします。

消費生活センター 中野区中野４－８－１（区役所１階２４番窓口）
相談受付電話 ０３（３３８９）１１９１ FAX ０３（３３８９）１１９９
相談受付時間 月～金曜日 ９時３０分～１６時（土日・祝日・年末年始は休み）
ｅメールアドレス shohiseikatusenta@city.tokyo-nakano.lg.jp




